
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

フルマラソン完走 現在２７４回！ 

 走り続ける 

文具屋さん® 
 

まだまだ油断はできません。自分・家族・仲間などを守る行動を心掛けましょう。 

 

W タートしました。学生さん・新社会人のみなさんも輝いてください！ 

 

「コルセア キッチン」さん 
 

 

商品とともに『愛情』と『情報』を 
添えてお届けします！ 

今月のオススメ商品情報！ 

【お店データ】 
店名：「コルセア キッチン」 

住所：尼崎市東難波町 3-21-4 

ＴＥＬ：06-7174-3612 

営業時間 昼 11:30～14:00(月～金/土は休み) 

夜 17:00～20:00(通常 23:00 まで)現在短縮営業中 

定休日：日曜日、第 3月曜日 

 

090(1240)8438 

 
E-mail kan0024kn@bca.bai.ne.jp 

 

官浪 

直通 
TEL：06-6412-1547 

FAX：06-6413-9763 

☆ 通販にはない『顔が見えるサービス』を提供します！ 

走り続ける文具屋さん® 

 

【取扱品目】 

○ 一般文具・事務用品・各種オフィス家具 

○ ＯＡ機器およびＯＡサプライズ 

○ 教科書、教材、学校設備具 

○ ゴム印、印判、各種印刷  

○ 記念品、粗品等のギフト用品 

○ 名札、プレート等別注品 

〒660-0861  

尼崎市御園町 40 番地 

㈱本田盛文堂尼崎 

官浪の『チョッとお邪魔します』 

裏も 

ご覧 

下さい 

R2/5 月号 №130 

 

 
 

 

 

走り続ける文具屋 検索   
【官浪情報】 

 

【会社情報】 

 

『ぷにっ』としたペン先でドットが描ける 

アート作品に最適！ 

「ZIG クリーンカラードット」 

 

 

阪神尼崎から北へ徒歩約 13分、波洲通り沿いに

ある、アメリカンな洋食屋さん。アメリカ国旗とオーナー

お気に入りのハーレーが目印。店内は懐かしいアメリカ

の雰囲気です。ランチは、鶏の唐揚げテリマヨソースな

どのメイン料理にサラダなどのセット付きで 700円と

超リーズナブルです。他にコルセアのチキンカレー、日

替わりパスタもあります。またヘルシーな赤身モモ肉を

たっぷり乗せたローストビーフ丼（800円）もおススメ。

各ランチはセット付きです。夜のメニューのおススメは、

赤身中心のヘルシーなアメリカンビーフステーキ 200g

（1,280円）。他店では味わえない逸品です。また夏限

定のメニューとして、メキシコ生まれ沖縄育ちマイルドな

辛さのタコライス（800円）も見逃せません。「ほとんど

のメニューのテイクアウトもできますので、お気軽にご利
用ください!!」とシェフの中村亮さん。 

 

 

  鉛筆 1本 

 からお届け 

 しますよ! 

【価格】4本ｾｯﾄ 800円・12本ｾｯﾄ 2,400円(税別) 

 

 官浪 作 

 

  

 

  

『ぷにっ』と押すと 

大きなドット 

軽くあてると 

小さなドット 

作
品
例 

 

 

 

 
 

   

https://www.kuretake.co.jp/
https://www.kuretake.co.jp/special/brush-pen/pen/cleancolordot/images/icon_dot_03_16.jpg


 

 

 

官浪の『文房具雑学』～三菱鉛筆編～ 

 

『三菱鉛筆』は三菱財閥とは無関係！ 

局用鉛筆 

茶色ともエンジ色ともつかないあの独特のワインレッド色の鉛筆「UNI」

でお馴染みの三菱鉛筆。その前身は1887年(明治20年)眞﨑仁六氏

が「眞崎鉛筆製造所」として創業されました。1918 年(大正 7 年)色鉛

筆製造元である大和鉛筆が誕生し、両者が合併して「眞崎大和鉛筆」と

なりました。1901 年(明治 34 年)国産初の「局用鉛筆」を逓信省への

納品に成功し、1903年(明治 36年)「三鱗」などを表す意味で、三つ菱

形を模した「三菱」をロゴマークとして商標登録しました。これは三菱財閥

の商標登録に先立つこと 15 年になり、三菱財閥とは無関係です。

1952 年(昭和 27 年)に社名を三菱鉛筆に変更し、現在に至っていま

す。1953 年(昭和 28 年)当時の技術部長であった数原洋二氏が、海

外の鉛筆事情を視察するために欧米を巡り、日本の鉛筆の評価の低さ

を痛感しました。そこで海外から評価されるオリジナリティのある高級鉛

筆を開発する決意を抱いて、研究に取り組みました。黒鉛と粘土の粒子

をより細かく均一にする技術を確立することに成功し、1958 年(昭和

33 年)国産高級鉛筆『UNI』が発売されました。「B の濃さで H の硬さ」と

いう最高の品質とともに〝ユニ色〟と呼ばれる高級感を醸し出すワイン

レッド色が採用されました。1 本 50 円という高価格であったが、発売当

初から爆発的人気を呼び、予想をはるかに超えた勢いで売れました。近

年では鉛筆の需要が減少していますが、この UNI は現在もなお売れ続け

るロングセラー商品となっています。三菱鉛筆はボールペン、シャープペ

ンの開発にも力を入れ、2006年(平成 6年)に発売された軽くてなめら

かな書き心地と濃くはっきりした筆跡の油性ボールペン『ジェットストリー

ム』は、年間で販売本数が 1 億本という超ヒット商品です。また、2008

年(平成 20 年)には、「常に先の尖った芯で書くことのできるシャープペ

ン」として『クルトガ』を発売し、今までのシャープペンの常識を塗り替えま

した。筆記具のトップメーカーとして大ヒット商品を生み出している三菱鉛

筆。次なる画期的な筆記具はどんなものでしょうか? 

 第３０回記念 官浪の文具塾、延期しました！ 
４/１８（土）に開催予定でした第３０回の文具塾を延期しました。 

次回の開催は未定です。この状況が収束した時点で、改めてご案内 

させていただきます。その際はよろしくお願い致します。 

ユニ 

ｼﾞｪｯﾄｽﾄﾘｰﾑ 

 

 

 

 

ｸﾙﾄｶﾞ 

鉛筆 9800 

 

 

 

読売新聞 関西版 （令和２年４月１３日） 

関西 Biz ﾊﾟｰｿﾝに取り上げられました！ 
【記事の後半部分を紹介させていただきます！】 

毎日１時間は、気になる文具を分解して構造を探り、研究する。 

「ネタ帳」には１５０種類以上の文具の歴史や商品化に至るエピソード 

などをイラスト付きで記し、客にも得意先にも文具の魅力を熱く語る。 

「コミュニケーションツールにもなる文具の面白さを、もっともっと伝えてい

きたい」  


